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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年3月21日(2008.3.21)

【公開番号】特開2002-212454(P2002-212454A)
【公開日】平成14年7月31日(2002.7.31)
【出願番号】特願2001-31916(P2001-31916)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｂ  23/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  45/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  69/02     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/244    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/24     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｂ  23/00    　　　Ｌ
   Ｃ０９Ｂ  45/20    　　　　
   Ｃ０９Ｂ  69/02    　　　　
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５１６　
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５２２Ａ
   Ｂ４１Ｍ   5/26    　　　Ｙ

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月4日(2008.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　【請求項１】　ジアセトンアルコールにおける２０℃の溶解度が５０ｍｇ／ｍｌ以上、
かつ、分解点が２７２℃を上回る、一般式１で表されるトリメチン系シアニン色素。
【化１】

　一般式１において、Ｒ1及びＲ2は、それぞれ、脂肪族炭化水素基を表し、それらの脂肪
族炭化水素基は置換基を有していてもよい。Ｚ1及びＺ2は、それぞれ、ベンゾインドレニ
ン環を完成するための縮合ナフタレン環を表し、それらの縮合ナフタレン環は置換基を有
していてもよい。Ｘ-は一般式６で表される対イオンを表す。
【化２】
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　一般式６において、Ｚ3乃至Ｚ6は互いに同じか異なる芳香環又は複素環を表し、それら
の芳香環及び複素環は置換基を１又は複数有していてもよい。Ｍは周期律表における第３
族乃至第１２族の金属元素を表す。Ａ及びＡ´は、周期律表における第１６族の元素から
選ばれる互いに同じか異なるヘテロ原子を表し、それらのヘテロ原子はＺ3、Ｚ6へ結合し
た原子団を構成するものであってもよい。
　【請求項２】　請求項１に記載のトリメチン系シアニン色素を含んでなる光記録媒体。
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